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1. 平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18,593 13.2 988 10.5 1,087 10.2 728 17.531年３月期第１四半期

30年３月期第１四半期 16,430 △8.3 894 18.1 987 14.3 619 16.3

（注）包括利益 31年３月期第１四半期　　620百万円 （△13.8％）  　30年３月期第１四半期　　720百万円 （79.6％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

114.02 ―31年３月期第１四半期

30年３月期第１四半期 97.00 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

74,500 29,266 39.3 4,582.8431年３月期第１四半期

30年３月期 80,600 29,187 36.2 4,570.62

（参考）自己資本 31年３月期第１四半期 29,266百万円 30年３月期 29,187百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 50.00 ― 85.00 135.00

31年３月期 ―

31年３月期（予想） 57.50 ― 57.50 115.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）配当金の内訳

　

　　　30年３月期期末　　　　　　　　　　　　　普通配当　37円50銭　特別配当　47円50銭

　　　31年３月期第２四半期末（予想）　　　普通配当　37円50銭　特別配当　20円00銭

　　　31年３月期期末（予想）　　　　　　　　 普通配当　37円50銭　特別配当　20円00銭

3. 平成31年 ３月期の連結業績予想（平成30年 ４月 １日～平成31年 ３月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 83,000 △2.4 3,300 △13.9 3,600 △10.4 2,400 △13.0 375.82

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Q 6,800,000 株 30年３月期 6,800,000 株

② 期末自己株式数 31年３月期１Q 414,005 株 30年３月期 414,005 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Q 6,385,995 株 30年３月期１Q 6,386,083 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P.２「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善を背景に個人消費の持ち直しや企業収

益の改善が続き、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、海外経済は、米国の通商問題の動向、政策の動向

が世界経済に与える影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続いています。 

当社グループの事業の環境は、設備工事事業につきましては、政府建設投資は底堅く推移しており、民間の受注

環境につきましても健康医療環境施設や生産環境施設など堅調に推移いたしました。しかしながら、受注価格競争

の厳しさは続いており、施工面においても要員の不足や資機材の高騰などが懸念されております。 

精密環境制御機器の製造販売事業につきましては、ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造装置向け製品

は、中国・韓国を中心とする大型パネルの設備投資が続いており受注及び生産は堅調に推移いたしました。また、

半導体製造装置向け製品は、半導体需要の拡大を背景に堅調に推移いたしました。 

こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第

１四半期連結累計期間の売上高は18,593百万円（前年同期比13.2％増加）、営業利益は988百万円、経常利益は

1,087百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は728百万円となりました。 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

 

<設備工事事業>

売上高     15,725百万円  （  4.0％）

営業利益      538百万円  （ △33.6％）

受注高は17,417百万円で前年同期比9.6％の減少となりました。

売上高は、前年同期比4.0％の増加となりましたが、営業利益は完成工事総利益率の低下により前年同期810

百万円から減少し538百万円となりました。

 

<機器製造販売事業> 

売上高      2,867百万円  （ 118.5％）

営業利益      450百万円  （ 434.5％）

受注高は3,498百万円で前年同期比41.0％の増加となりました。

売上高は、ＦＰＤ製造装置向け製品が大幅に増加し、前年同期比118.5％の増加となりました。営業利益は

売上総利益率の改善もあり前年同期84百万円から大幅に増加し450百万円となりました。

 

 

（２）連結財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が74,500百万円（前年度末比6,099百万円減少）となりまし

た。主な増加は、電子記録債権576百万円であり、主な減少は、現金預金1,223百万円及び受取手形・完成工事未収

入金等5,984百万円です。

負債総額は45,234百万円（前年度末比6,177百万円減少）となりました。主な増加は、電子記録債務2,626百万円

であり、主な減少は、支払手形・工事未払金等5,951百万円、短期借入金770百万円及び未払法人税等874百万円で

す。

純資産は29,266百万円（前年度末比78百万円増加）となりました。主な増加は、利益剰余金185百万円であり、

主な減少は、その他有価証券評価差額金101百万円です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成30年５月11日に発表いたしました平成31年３月期の連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 13,688 12,464 

受取手形・完成工事未収入金等 37,266 31,281 

電子記録債権 5,458 6,034 

製品 143 13 

未成工事支出金 812 1,263 

仕掛品 1,029 1,266 

材料貯蔵品 185 170 

その他 968 1,149 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 59,551 53,641 

固定資産    

有形固定資産 6,193 6,208 

無形固定資産 855 975 

投資その他の資産    

投資有価証券 12,654 12,508 

その他 1,366 1,189 

貸倒引当金 △21 △23 

投資その他の資産合計 13,999 13,674 

固定資産合計 21,048 20,858 

資産合計 80,600 74,500 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 22,939 16,988 

電子記録債務 12,497 15,123 

短期借入金 3,800 3,030 

未払法人税等 923 49 

未成工事受入金 2,017 1,525 

完成工事補償引当金 58 51 

工事損失引当金 199 199 

役員賞与引当金 125 - 

その他 3,446 2,651 

流動負債合計 46,007 39,619 

固定負債    

長期借入金 2,400 2,250 

退職給付に係る負債 1,654 1,673 

役員退職慰労引当金 318 311 

その他 1,032 1,380 

固定負債合計 5,404 5,614 

負債合計 51,412 45,234 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,857 3,857 

資本剰余金 3,721 3,721 

利益剰余金 17,637 17,822 

自己株式 △742 △742 

株主資本合計 24,473 24,659 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,079 4,977 

為替換算調整勘定 142 114 

退職給付に係る調整累計額 △507 △484 

その他の包括利益累計額合計 4,714 4,606 

純資産合計 29,187 29,266 

負債純資産合計 80,600 74,500 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 16,430 18,593 

売上原価 14,120 16,095 

売上総利益 2,310 2,497 

販売費及び一般管理費 1,415 1,508 

営業利益 894 988 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 97 105 

その他 8 10 

営業外収益合計 107 117 

営業外費用    

支払利息 6 10 

為替差損 1 1 

コミットメントフィー 5 6 

その他 1 0 

営業外費用合計 15 18 

経常利益 987 1,087 

特別損失    

固定資産処分損 9 8 

減損損失 23 - 

特別損失合計 32 8 

税金等調整前四半期純利益 954 1,078 

法人税、住民税及び事業税 17 18 

法人税等調整額 317 332 

法人税等合計 335 350 

四半期純利益 619 728 

親会社株主に帰属する四半期純利益 619 728 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 619 728 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 75 △101 

為替換算調整勘定 11 △28 

退職給付に係る調整額 13 22 

その他の包括利益合計 100 △107 

四半期包括利益 720 620 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 720 620 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

        （単位：百万円） 

 
報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 15,118 1,312 16,430 － 16,430 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
2 － 2 △2 － 

計 15,121 1,312 16,433 △2 16,430 

セグメント利益（注） 810 84 894 － 894 

（注）セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日） 

        （単位：百万円） 

 
報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 15,725 2,867 18,593 － 18,593 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
14 － 14 △14 － 

計 15,739 2,867 18,607 △14 18,593 

セグメント利益（注） 538 450 988 － 988 

（注）セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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３．補足情報

（１）連結受注高

（単位：百万円）

区 分

前年同四半期

平成30年３月期

第１四半期累計期間

当 四 半 期

平成31年３月期

第１四半期累計期間

比 較 増 減 増 減 率

設 備 工 事 事 業 19,258 ( 88.6 %) 17,417 ( 83.3 %) △1,841 △9.6 %

機 器 製 造 販 売 事 業 2,481 ( 11.4 %) 3,498 ( 16.7 %) 1,017 41.0 %

合 計 21,740 ( 100.0 %) 20,915 ( 100.0 %) △824 △3.8 %

 

（２）個別受注高

（単位：百万円）

区 分

前年同四半期

平成30年３月期

第１四半期累計期間

当 四 半 期

平成31年３月期

第１四半期累計期間

比 較 増 減 増 減 率

設 備 工 事 事 業 19,004 ( 88.5 %) 17,170 ( 83.1 %) △1,834 △9.7 %

機 器 製 造 販 売 事 業 2,481 ( 11.5 %) 3,498 ( 16.9 %) 1,017 41.0 %

合 計 21,486 ( 100.0 %) 20,669 ( 100.0 %) △816 △3.8 %
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